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巻 頭 言 

一般社団法人 東京都言語聴覚士会 会長  

西脇恵子 

 

言葉の海の読者のみなさま、こんにちは。

巻頭言を書いている本日まで、来年度から始

まる失語症者向け意思疎通支援事業の養成講

師の講習会が二日間にわたって開催されまし

た。超大型台風の来る中、47 都道府県の言語

聴覚士会から一人ずつの参加があり、これか

ら始まる大きな事業についての意見交換もさ

れました。新しい年の始まりになりそうです。 

私が言語聴覚士となってもう30年を過ぎま

すが、最初の勤務先の近くに住んでいらした

協議会の前身である全国失語症友の会連合会

の初代会長であった田村利男さんのお家に週

に数回通って全国組織を作るお手伝いをした

ことを懐かしく思います。その頃から、失語

症の方が社会参加をするためにどんなことが

必要なのかを臨床や友の会のお手伝いをしな

がら考えていました。10 数年前に言語聴覚士

の仲間と始めた会話パートナ―養成の事業も

同じ根っこから生まれたものです。普段の暮

らしの中でやっているごく普通の会話、これ

が私たち人間にはとっても大切なものなのだ

と思い、社会の中に、失語症の方とその「普

通の会話」ができる人が増えることを目標に

してきました。 

この会話パートナ―の意義と必要性が厚生

労働省に届き、支援者に報酬が付くところま

でこぎつけることができたのは、失語症の方

やご家族、そして失語症協議会という団体の

力が大きかったと思います。私の属する東京

都言語聴覚士会では、来年度から東京都の事

業として支援者の養成を始めます。ほかの道

府県でも来年度、再来年度を目標に養成事業

を開始することと思います。カリキュラムの

中には、失語症の方と一緒に行う実習がかな

りの数、設定されています。これには、友の

会や失語症の方の集っていらっしゃる場所で

の協力が必要です。皆さんと一緒によりよい

支援者を日本中に多く育ててまいりたいと思

いますので、どうぞお力をお貸しください。

世界に誇れる制度にしていきましょう！ 
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≪八島語録≫ 

「家族が失語症になったら手に取る本」 

ある日突然、家族が脳卒中や事故などに遭ってしま

った時に、命の重さを実感し、どんな障害が残っても

生きていてほしいと心から願います。でも、その後の

障害をもって生きる第 2の人生は山あり谷あり、家族

が一丸となって進んでいく事になります。それでこ

そ、家族の「絆」が力になります。失語症協議会はそ

のような時、手に取って今後の指針にしていただきた

い本を作成しました。 

年単位で回復していく失語のある家族の社会参加

が叶った時は、殊の外うれしいものです。 

この本の制作費用は㈱エスコアールさんからの平成

29 年度助成金です。執筆は福井県の中内先生とお仲

間の先生です。本誌の裏面チラシからお申込みくださ

い。当会会員の周りの方々にもぜひご推薦ください。 

  
２０１７年 １２月発行 第 ３６ 号           

特定非営利活動法人日本失語症協議会機関誌 

『言葉の海』 新聞版 

編集人 特定非営利活動法人 

    日本失語症協議会 

（旧全国失語症友の会連合会） 
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東京都杉並区荻窪 5-14-5-405 
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1冊 400円 
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＊北海道失語症友の会「北の会」 

 6 月 3 日第 30 回定期総会 

 6 月北の会月例会：語想起ゲーム、かるた 

 「タオル風船ゲーム」 

7 月北の会月例会：二重課題による手と頭の体

操･言葉のゲーム 

8 月北の会月例会：回想法運動レクリエーション 

6 月さわやか友の会例会：口の体操、体の柔軟体

操 

 7 月さわやか友の会例会：バス旅行 

＊青森県失語症友の会「ちょちゃべの会」 

 9 月 23～24 日：ねぶたの館を巡る旅 

 10 月 15 日例会：料理教室  

＊岩手県・気仙地区失語症友の会 

「はまりゃすぺゃ」  

 4 月 22 日定例会 

 5 月 27 日食事会 

 6 月 24 日定例会：ボッチャ大会･吹き矢大会 

 7 月 22 日定例会：臨床美術の及川先生にお越し

いただき｢宇宙を描こう｣をテーマに作品を作り

ました。 

＊新潟県・新潟友の会  

 9 月 16 日：第 4回カラオケ大会 

＊福島県・会津失語症友の会  

 6 月 10～11 日       

山形･福島地域間交流会 

 7 月 1日 

会津失語症友の会総会･ 

交流会：参加者 40 名 

＊福井県失語症友の会 

 9 月 16 日福井本部例会：参加者 10 名、 

開会、連絡事項、全国大会について発音発声練

習、近況報告、 

9 月 16 日嶺南支部例会：参加者 9名、 

 ｢福井県障がい者ハートフル文化祭｣出展作品 

＊石川県失語症友の会 

 9 月 9日～10日合同研修会：参加者 24名 

 和倉温泉 

＊山梨県・東山地区失語症友の会 

7 月 22 日例会：参加者 18 名、カレー作り 

近況報告、記念撮影 

9 月 16 日例会：参加者 16 名、季節の歌「月」 

近況報告、「山」についての三択クイズ、歌「こ

とばをこえて」、記念撮影 

＊千葉県・市川失語症友の会「げんき会」 

 6 月 19 日例会：参加者 42 名 

開会の言葉、新しく来た方の紹介、皆でゆっく

り話そう、口の体操、気功、ゲーム、合唱、閉

会の言葉 

 7 月 24 日例会：参加者 42 名 

開会の言葉、新しく来た方の紹介、皆でゆっく

り話そう、口の体操、気功、ゲーム、合唱、閉

会の言葉 

8 月 27 日例会：｢納涼まつり｣参加者 60名 

開会の言葉、口の体操、柳扇会さんの踊り、パ

ン食い競争、合唱、閉会の言葉 

（会報休刊していましたが年 3回の「げんき通

信」として復活、よかったです） 

＊神奈川県・相模原失語症友の会 

 8 月 19 日中央の会：参加 18 名、歌、自己紹介、

近況報告、ゲーム神経衰弱、休憩、歌 

 8 月 1 日南の会：参加 24 名、歌、お口の体操、

自己紹介、近況報告、音当てゲーム、お茶休憩、

音楽療法、閉会の歌、連絡事項 

 9 月 16 日中央の会：参加 15 名、歌、自己紹介、

近況報告、ゲーム、休憩、歌 

 9 月 5日南の会：参加 26 名、歌、お口の体操自

己紹介、近況報告、名前カードじゃんけんゲー

ム、お茶休憩、音楽療法、閉会の歌、連絡事項 

＊神奈川県・藤沢言語友の会 

 8 月 20 日定例会：参加者 10 名 

自己紹介、近況報告｢私の暑さ対策｣、楽しい音

楽会、連絡事項 

 9 月 17 日定例会：台風の影響で中止  

 10 月 15 日定例会：参加者 11 名 

自己紹介、近況報告｢私の防災備蓄について｣、

楽しい音楽会、書き取り･軽体操、言語訓練ゲー

ム、連絡事項 

 

友の会だより 
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＊神奈川県・大和言語さくらの会 

7 月 1 日定例会：参加者 22 名 

ラジオ体操、音楽療法、報告事項、 

7 月 15 日定例会：参加者 23 名 

ラジオ体操、お口の体操、理学療法、連想ゲー

ム、仕事の種類、報告事項、 

8 月 5 日定例会：参加者 21 名 

ラジオ体操、音楽的療法、会長の連絡、しりと

りゲーム 

9 月 2 日定例会：参加者 20 名 

ラジオ体操、音楽的療法、連絡事項 

9 月 16 日定例会：参加者 23 名 

ラジオ体操、お口の体操、言語聴覚士療法、会

長の連絡 

＊埼玉県・春日部失語症友の会 

 9 月 9日例会：司会挨拶、発声練習、近況報告、

休憩・お茶、ゲーム｢都道府県ビンゴゲーム｣、

歌 

＊埼玉県・さやま茶の花会 

 9 月 21 日例会：参加者 15 名 

復習しましょう・「秋の愉しみは？」、 

 おもしろクイズ、 

＊埼玉県・大宮失語症友の会  

7 月 15 日例会：近況報告、「スイカの種飛ばし」

競争 

9 月 6 日｢ブドウ狩り｣ 

＊東京都・品川失語症友の会 

7 月 22 日例会：体操、今月のテーマ｢海｣、暑中

見舞いを書きましょう！ 

8 月 26 日例会：体操、今月のテーマ｢自分の失敗

談｣、ゲーム｢低カロリーを目指しましょう｣、歌 

9 月 16 日例会：体操、今月のテーマ｢この夏の思

い出｣、リハビリタイム、歌 

＊東京都・世田谷失語症友の会「花みずきの会」 

8 月 10 日例会：唄のつどい、ST中島挨拶、連絡

事項、会長挨拶、テーマ｢夏の思い出｣、ゲーム｢〇

×クイズ｣ 

9 月 14 日例会：唄のつどい、ST中島挨拶、連絡

事項、会長挨拶、テーマ｢ストレス解消法｣、ゲ

ーム｢昭和 3年の物価は？｣ 

 

＊東京都・目黒失語症友の会「椎の木会」 

 7 月 22 日定例会：参加者 18 名「夏野菜を食べ

よう！」、歌 

8 月 26 日定例会：参加者 18 名「夏本番！夏を元

気に乗り切りましょう」、歌 

9 月 23 日定例会：参加者 19 名｢私の宝物！｣、歌 

＊東京都大田区失語症支援の会「ひまわり会」 

 9 月 9 日例会：クラブ活動（麻雀）、一言スピー

チ「私の病歴」、ゲーム土居さんの遊びリテーシ

ョン、体操、歌 

＊東京都・新宿失語症友の会 

7 月 1 日学習会：26 名参加、事務局だより、 

書道・硬筆、お楽しみゲーム 

7 月 15 日学習会：30 名参加、事務局だより、 

書道・毛筆、グループ訓練、 

8 月 5 日定例会：46 名参加、事務局だより、 

グループ訓練、歌唱指導、写真撮影 

8 月 19 日学習会：36 名参加、事務局だより、 

書道・硬筆 塗り絵、グループ訓練、 

＊東京都・杉並失語症友の会 

 8 月 12 日例会：参加者 29 名、事務局連絡、 

近況報告、リハビリ体操、 

9 月 9 日例会：参加者 25 名、事務局連絡、近況

報告、体操、手拍子、言葉遊び、風船回し、 

＊東京都・北多摩失語症友の会「若竹」 

 7 月 15 日例会、8月 5日例会、8月 19 日例会 

＊東京都・北多摩失語症友の会「あすなろ」 

 7 月 9 日例会：参加者 11 名 

会長挨拶、連絡事項、近況報告 

 9 月 10 日例会：参加者 10 名 

会長挨拶、連絡事項、近況報告 

＊京都府失語症の会「ゆるり会」 

6月21～26日第27回ゆめひろば展(失語症者の

作品展) 

7 月 25 日メディケア･ 

リハビリ地域講座 

9 月ゆるり新聞発行 

ゆるり会: 

毎月第 2火曜日 
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＊愛知県・ 

失語症友の会「こだま会」 

 9 月 30 日バス旅行  

参加者 22名 

 「安城市デンパーク」 

＊奈良県脳卒中友の会「桜の会」 

 7 月 9日失語症合唱団練習 36 名参加 

 9 月 10 日 

失語症合唱団練習 35 名参加 

＊島根県だんだんトークの会 

 5 月 21 日第 12 回土で遊ぼう（陶芸教室） 

6 月 18 日第 8回筆で遊ぼう 

6 月 24 日言語聴覚士学会･市民公開講座 

7 月 7 日地域リハビリテーション推進交流会･総

会（松江総合医療専門学校交流会） 

だんだん会：定例昼食会（毎月第１日曜日） 

 ：だんだんサロン。毎月第３水曜日、等々 

 

 

＊沖縄県・ゆんたく会 

 9 月 15 日 

沖リハ福祉学院学生 

との交流会 

〇台風接近が心配される 

なか、爽やかな晴天に 

恵まれた 9月 15 日（金） 

午後 1時より沖リハ学院 

と館員・家族の交流会が 

開催されました。 

 

沖縄タイムスさんが 

取材に訪れ、9月 21 日の 

新聞に掲載されました。 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県・たくま会 

 8 月 18 日例会：参加者 29 名 

会食、会長挨拶、山本 ST 挨拶、たくま会の歌、

リラックス体操、口の体操、発声練習、ゲーム、

言葉に活きる(歌)、閉会、 

9 月 18 日例会：参加者 27 名 

会食、会長挨拶、山本 ST 挨拶、たくま会の歌、

リラックス体操、口の体操、発声練習、ゲーム、

言葉に活きる(歌)、閉会、 

10月27日30周年記念講演会･

祝賀会 

記念講演会:会長･顧問挨拶、

記念講演、記念撮影 

祝賀会：会長挨拶、乾杯、会

員自己紹介、お楽しみショー、

歌｢言葉に活きる｣、閉会 
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事務局便り 

 

 

 

■９月 7 日 失語症理解講座第２回会議 

 （ST：上杉、坂井、津村、黒川） 

 （事務局・進藤・藤原・志村・亀澤・園田・

木村） 

 

■９月 10 日都士会社団法人化記念祝賀会 

（園田） 

 

■10 月 16 日第 5 回ワックル（進藤・藤原・

亀澤・園田） 

 

■10 月 21 日・22 日 意思疎通支援者養成者

養成講座（山本 ST.園田） 

 

■10 月 26 日国立リハビリテーションセンタ

ー 

 高次脳機能障害支援者講習会 

 

■10 月 30 日厚労省意思疎通支援者養成支援

者講習会事後打ち合わせ会議 

 

■11 月 4 日第 32 回全国大会イン盛岡 

 （進藤・木村・志村・園田） 

 

■11 月 10 日杉並区高次脳機能障害連絡会 

（園田） 

 

■11 月 15 日ファーマインフォメーションセ

ッション（園田） 

 

■11 月 20 日 

・テクノエイドシーズニーズマッチング交

流会企画委員会（園田） 

・製薬協患者団体セミナー（園田） 

 

■11 月 24 日会話支援実践付失語症理解講座 

 （ST：上杉、坂井、津村、黒川） 

 （事務局・進藤・藤原・志村・亀澤・園田・

木村）（支援 ST.患者講師） 

 

■11 月 26 日杉並チャリティフェスタ 

 （進藤・藤原・志村・亀澤・園田・ゆずり

は） 

  

 

■12 月 2 日品川失語症友の会出かけ隊イベン

ト 

■12 月 19 日.20 日テクノエイド「シーズニー

ズマッチング交流会大阪会場」 

 

訃報 

11 月 14 日当協議会評議員の笠井邦章さんが死去さ

れました。謹んでお悔やみ申し上げます。 

 
 

以前の会員の御家族の方から協議会あてにお手紙を

いただきましたのでご紹介いたします。 

 
 
 
 

失語症友の会 関係者さま 

今般なくなりました母は、父が脳出血で右半身麻痺と失語

症の後遺症のもとで存命中（1990 年発症、2005 年死

去）、遠藤尚志先生の引率による海外旅行団に二人で参

加しておりました。 

1994年のニューヨーク・ナイアガラと 1996年のストックホ

ルムは息子の私もよく覚えております。1 対 1 の家庭内の

介護は内に籠もり孤立しがちになると言われております。

友の会のこうした活動で、同じ悩みを抱える他の方々と交

流したり日本を離れて外国に出たことは、車いすの父だけ

でなく、むしろ 1 対 1 で介護する母にとって色々な意味で

救いになったのではと思っております。 

そうしたことへの感謝の意を表明させていただきたく、突

然ではありますが母の訃報の報告を送付させていただきま

した。 

失語症友の会の、今後さらなるご発展を期待しておりま

す。                                   A.D 

 

。 
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好
き
な
方
々
と
お
付
き
合
い
を
し
て
き
て
、
気
を
つ
け
る
こ
と
、
工
夫
し

た
ら
い
い
こ
と
、
な
ど
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

・
出
か
け
る
前
に
は
、
手
の
グ
ー
パ
ー
、
足
首
の
曲
げ
伸
ば
し
な
ど
準
備
体
操

を
し
て
か
ら
出
か
け
る
。 

・
コ
ー
ス
の
途
中
に
、
必
ず
座
っ
て
休
め
る
場
所
を
２
カ
所
以
上
見
つ
け
、
深

呼
吸
す
る
。
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
に
は
寄
っ
て
、
ト

イ
レ
を
借
り
た
り
、
チ
ラ
シ
な
ど
見
た
り
し
よ
う
。 

 
 
 
 

・
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
歩
こ
う(

両
手
を
自
由
に)

。
水
分
補
給
用
ボ
ト
ル
と

身
分
証
明
書
の
コ
ピ
ー(

万
が
一
に
備
え
て)
を
入
れ
よ
う
。 

 

散
歩
は
歩
く
と
い
う
運
動
が
重
要
な
の
は
当
然
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
周
り

の
景
色
を
、
立
ち
止
ま
っ
て
／
座
っ
て
見
て
考
え
る
、
な
ど
の
歩
く
以
外
の
活

動
に
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
黙
々
と
歩
く
運
動
だ
け
が
大
事
な
ら
、

廊
下
の
往
復
や
プ
ー
ル
の
水
中
歩
行
や
施
設
で
の
自
転
車
こ
ぎ(

エ
ル
ゴ
メ
ー

タ
ー)

な
ど
の
方
が
効
果
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

散
歩
の
良
い
点
は
、
①
風
を
感
じ
深
呼
吸
す
る 

②
道
端
の
花
や
木
々
の
色
に

気
づ
く 

③
途
中
で
休
ん
で
、
頭
の
上
の
空
を
見
る
（
天
気
予
報
を
思
い
出
す
の

も
良
い
） 

④
看
板
の
字
を
読
ん
で
み
る 

⑤
店
で
チ
ラ
シ
に
あ
る
写
真
の
名
前

や
値
段
を
声
に
出
し
て
読
ん
で
み
る
→
実
物
を
探
し
に
行
き
、
手
に
取
っ
て
み

る 

⑦
店
の
人
に
「
こ
ん
に
ち
は
」、
買
い
物
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
挨
拶
す
る
。 

外
出
先
で
行
え
る
余
計
な
活
動
を
楽
し
め
る
か
が
、
体
力
の
次
、
気
力
を
養

う
カ
ギ
で
す
。
車
い
す
で
の
外
出
も
、
外
出
先
や
休
憩
所
で
、
何
か
お
ま
け
の

活
動
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
～

む
） 

脳
ト
レ
ミ
ニ 

秋
～
冬 

  

散
歩
先
で
、
買
い
物
を
し
ま
し
ょ
う
。
ゆ
っ
く
り
旬
の
も
の
な
ど
、
手
に
取
っ
て 

見
な
が
ら
歩
け
る
と
い
い
で
す
ね
え
。 

 

次
の
文
字
列
を
、
一
文
字
ず
つ
飛
ば
し
て
読
む
と
、
あ
と
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
に
見
え
る 

食
料
品
が
出
て
き
ま
す
。
絵
の
ヒ
ン
ト
を
参
考
に
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
漢
字
で
も 

書
い
て
み
ま
し
ょ
う
ね
。 

  

（
例
）
ぎ
ゅ
ろ
う
く
に
ゅ
そ
う 

→ 

ぎ
ゅ
●
う
●
に
ゅ
●
う 

＝ 

牛
乳 

 

① 

さ
き
と
む
う 

② 

こ
す
ん
て
ぶ 

③ 

だ
の
し 

④ 

コ
ピ
ン
ツ
ソ
キ
メ 

⑤ 

し
ろ
お 

⑥ 

こ
ほ
む
く
ぎ
ら
こ 

⑦ 

マ
ツ
ヨ
タ
ネ
リ
ー
ボ
ズ 

 

 
 
 

漢
字
で
書
け
る
物
の
名
前
は
、

絵
の
中
に
も
あ
り
ま
す
ね
。 

次
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て

み
る
と…

 

  

粉
、
昆
、
砂
、
小
、

糖
、
塩
、
麦
、
布 
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 脳トレ秋～冬 

 

 次の絵を見て、下の文章の内容の「どこが間違っているか」を考えましょう。 

 
 
 

①  ここは 魚屋です。 

 

②  女の子は 大きなカバンを 持っています。 

 

③  女の子は バナナとクッキーを 買っています。 

 

④  レジの 男の人が お金を 受け取っています。 

 

⑤  女の子が 払っている 代金は 1000円です。 

 

⑥  学校の 友達と 買い物に 来たようです。 

 

次は自由に話し合いましょう。 

 

⑦  女の子は 残ったおつりで （     ）が買いたいな、と思っ

たかもしれません。      ↑ 
        おつりがどのくらいか話し合い、買えそうなものは何でしょう 

グループで考えるときは、 

次のようにやってみましょう。 

 

① みんなで絵だけを見る 

② ちょっと時間をおく… 

③ 1人目が問題文を読む 

④ 2人目が問題文を読む 

⑤ 違う場所を話し合いましょう 

⑥ 正しい言葉が何か話しましょう 

(できる人が正しい言葉を書いて 

みんなに見せる) 

⑦ 3人目が文を正しく直して言う 

⑧ 正しい文をみんなで復唱する＝

声を合わせ正しい文を読む 

 

さあ、うまくできるかな？ 
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平成 29 年 11 月 4 日（土）盛況のうちに第 32 回全国大会が終了しました。詳細の報告は実行委員会のほうか

ら報告書があります。 

今回紙面には 30 年度から始まる意思疎通支援者の養成派遣の報告を簡単に掲載します。又、参加者の感想を

東京・江戸川けやきの会の藤村さんから頂きましたのでご紹介いたします。 

                   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【失語症全国大会 in 岩手に参加して】 

長野大会から５回目の参加です。毎回の各地の実行委員の皆様のさまざまの取り組みに感動し、楽しみです。 

盛岡は、実家もあったと言うことで、1 日目は墓参りもいたしました。そして、今は「盛岡城址」となっている公

園に行ってみました。2日目大会参加、3日目宮沢賢治ゆかりの地、花巻へバスツアー。2泊 3 日の旅となりました。 

大会は 10 時から 16 時までスケジュールがぎっしり。盛岡の皆さんの舞台「水戸黄門」や ST さんによる体操、空手

の実演など和やかな時間もありましたが、難しいお話も多かったのですが、隣の主人は、かなり熱心に聞いている

様子でした。夜の懇親会は、会場いっぱいの人ひとひと。ここでやっと失語デイの方達との共催の大会だというこ

とに気づいたのです。茨城から 20 回ほど参加ている方と同じテーブルになり、話がはずみました。「次は大分で、」

と言うお話に「無理」と言う様子だった主人でしたが、最後の頃、テーブルに挨拶に来てくださった方々が大分の

方として大笑い。「考えなくては」と思ったようです。 

特定非営利活動法人日本失語症協議会第 32 回全国大会イン盛岡・終了報告 

 

障害者総合支援法施行後
３年を目途とした見直し②

■社会保障審議会障害者部会 報告書（H27.12.14）【抜粋】

○手話通訳等を行う者の派遣その他の聴覚、言語機能、音声機能その他の障害
のための 意思疎通を図ることに支障がある障害者等に対する支援の在り方に
ついて

【今後の取組】

（基本的な考え方）

○ 意思疎通支援については、基本的に現行の支援の枠組みを継続しつつ、盲
ろう、失語症など障害種別ごとの特性やニーズに配慮したきめ細かな見直し
を行うべきである。

（地域生活支援事業等の活用）

○ 地域生活支援事業等について、失語症、知的障害、発達障害、高次脳機能
障害、難病、重度の身体障害のある者が、意思疎通支援者の養成・派遣に関
する事業の対象であることを明確化すべきである。また、情報通信技術の活
用等を通じた効果的、効率的な支援の提供を工夫すべきである。

5  

障害者・児

都道府県

・広域支援 ・人材育成 等

介護給付

支援

地域生活支援事業

市 町 村

・居宅介護 ・重度訪問介護

・同行援護 ・行動援護
・療養介護 ・生活介護
・短期入所
・重度障害者等包括支援
・施設入所支援

・基本相談支援

・地域相談支援（地域移行支援・地域定着支援）
・計画相談支援

自立支援医療

・更生医療

・育成医療
・精神通院医療

・相談支援 ・意思疎通支援 ・日常生活用具

・移動支援 ・地域活動支援センター
・福祉ホーム 等

補装具

自立支援給付

第２８条第１項

第５条第16項

第６条

第５条第22項

第５条第23項

第７７条第１項

第７８条

★自立支援医療のうち、精
神通院医療の実施主体は
都道府県及び指定都市

★原則として国が１／２負担

★国が１／２以内で補助

・自立訓練（機能訓練・生活訓練）

・就労移行支援
・就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）
・就労定着支援（新規※）
・自立生活援助（新規※）
・共同生活援助 第２８条第２項

訓練等給付

相談支援

障害者総合支援法の給付・事業

※H30.4.1～

6

平成25年4月1日
障害者総合支援法の施行

■都道府県が実施する地域生活支援事業の必須事業として、
以下の事業を追加。

○意思疎通支援を行う者のうち、特に専門性の高い者を
養成し、又は派遣する事業

○意思疎通支援を行う者の派遣に係る市町村相互間の
連絡調整等広域的な対応が必要な事業

■市町村が実施する地域生活支援事業の必須事業として、
以下の事業を追加。

○意思疎通支援を行う者の養成

［その他、手話及び要約筆記を行う者の派遣も実施］

3

地域生活支援事業（特別支援事業）
※手上げによりモデル的に実施。

国で具体的な実施要綱を作成し、数カ所の自治体にお
いてモデル的に事業を実施する。
（具体的には、平成26、27年度調査研究事業において
作成したカリキュラムを活用した養成事業の実施等）

調査研究事業

平成26、27年度調査研究事

業の成果を更に実務レベル

で活用できるまで内容を精査。

その際に地域生活支援事業

でモデル実施している事業内

容・効果の検証を同時に行う。

平成２８年
度

平成２９年
度

平成３０年度 ～

地域生活支援事業

○意思疎通支援事業（市町村必須事業）の中で失語症者が対象であることを明確化
派
遣

指導者養成研修の実施

ＳＴ協会の協力のもと、厚生労働省が実施する失語症者向け
意思疎通支援者の指導者養成研修を実施予定。

地域生活支援事業

○失語症者に対する
意思疎通支援者の養成

（都道府県必須事業）を予定

→  専門性の高い意思疎通支
援を行う者の養成研修事業
（都道府県必須事業）に

失語症者に対する意思疎通
支援者の養成を追加。

養 成

意思疎通支援が必要な者の状況等⑧～失語症者(2)

○部会報告書で「きめ細かな見直しを行うべき」とされたことを踏まえ、失語症者向け意思疎通支援者のあり方を
検討し、平成30年度には各都道府県で失語症者向け意思疎通支援者養成研修事業を実施予定。

8
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3 日目、バスツアー。図書館で「注文の多い料理店」のマルチメディアデイジー図書を見たばかりというタイミン

グでした。宮沢賢治ゆかりの 3カ所の移動では、花巻は紅葉の季節で、とてもきれいでした。 

まだまだ右マヒ、失語症の主人にとっては、どこもバリアがいっぱいです。それでも全国からこの日の為に集まっ

ている沢山の方にお会いでき、その力に感動し、「行ってよかった!」と言う感想でした。 

（東京・江戸川けやきの会 藤村） 

 

第９回失語症カフェ「ワックル」のご案内 

【日 時】  平成 30 年２月１８日（日）午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分 

【場 所】 「言語生活サポートセンター」訓練室 
   住  所：東京都杉並区荻窪 5-16-14 カパラビル 1 階 

   最 寄 駅：JR、東京メトロ丸の内線荻窪駅西口 

電話番号：03-6915-1877 

【対 象】  失語症のある方、ご家族の方、失語症に関心のある方  

３０名（電話でお申し込みください）会場は 1 階なので車いすでも OK です。 

【参加料】 500 円  

【連絡先】 NPO 法人 日本失語症協議会  担当 藤原・進藤・園田  

       電話番号：03-5335-9756 （申し込みは、この電話へお願いします。） 

       住   所：東京都杉並区荻窪 5-14-5 ワコーレ荻窪 405 
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杉並区失語症理解入門講座に参加して 

 

                                青梅三慶病院       

言語聴覚士   木村茂 

 

平成 29 年 11 月 24 日(金)午後、杉並区 NPO 支援基金助成事業の助

成を受け、NPO 法人日本失語症協議会主催『会話支援実践付き 失語症

理解入門講座』が、阿佐ヶ谷地域区民センターにて開催されました。会

場には、ケアマネージャーを中心に様々な立場の８２名の参加者(受講者

47 名・当事者講師 10 名・ST13 名・家族 6 名・スタッフ 6 名)が、一堂

に会しました。第 1 部では、①失語症の基礎知識(臨床福祉専門学校･黒

川 ST)、②意思疎通支援事業とその範疇の要点筆記解説(筆者)、③具体的

症状解説(言語生活サポートセンター･坂井 ST)、④コミュニケーション

方法解説(中野共立病院･津村 ST)について座学形式での講義が行われ、

失語症とその支援法の基礎知識をご理解いただきました。第 2 部では、

介護老人保健施設ピースプラザ、河北総合病院･上杉 ST の統括の下、失

語症のある方と受講者で実際に会話を行い、失語症のある方とのコミュ

ニケーション方法の理解を深めていただきました。用意されたテーマ以

外に話題が広がったグループも多く、会場は熱気と笑いに溢れました。アンケートからも「また参加したい」

との回答が多数ありました。 

本講座は、地域の失語症のある方と ST の皆様のご協力なくしては、開催できませんでした。そして、運営

を取り纏めてくださったのは、当事者の家族でもある事務局スタッフの方々でした。主催者に代わりまして、

関係者の皆様に心より御礼申し上げます。 

さて、ここで“意思疎通支援”について触れさせていただきます。意思疎通支援とは、コミュニケーショ

ンにおける障壁の除去(軽減)を実現する支援法です。従来の意思疎通支援では、聴覚障害者向けの手話通訳者

などがありましたが、障害者基本法 (H23 改正)・障害者総合支援法(H25 年施行)で、その対象に失語症も含

まれるようになりました。これまで、失語症のある方へ向けたコミュニケーション支援としては、会話パート

ナーが民間で養成され、失語症友の会を中心としたボランティア活動が行われてきました。これに対し、意思

疎通支援者は、公的制度の下で
．．．．．．．

コミュニケーション支援を行うことを前提にしている点が異なっています。

H28 年度、都道府県の地域生活支援事業の“専門性の高い意思疎通を行う者の養成事業”に、“失語症のある

方に対する意思疎通支援者の養成”が追加され、H30 年度よ

り、いよいよ都道府県で意思疎通支援者の養成が開始されま

す。これは大いに歓迎すべき事である一方、課題も山積して

います。具体的には、①予想される地域格差、②派遣制度の

運用が不明確なこと、③市区町村に展開される時期が未確定

なことなどです。H30 年度から養成されるのは、専門性の高
．．．．．

い
．
意思疎通を行う支援者です。失語症のある方が、身近な生

活の中で意思疎通支援を受けられるには、この事業が市区町

村にまで展開され、派遣制度が運用される必要があります。
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それには、失語症のある方自身が、組織的に
．．．．

行政にその必要性を訴えていくことが必要です。それと同時に、

ST が地域に意思疎通支援者を養成できる力が存在することを示し、需要と供給がマッチングされることも重

要です。その点で、本講座は「杉並に意思疎通支援事業が展開する可能性を示した」と言えるのではないでし

ょうか。 

地域リハビリテーションは、当事者の訴えだけでも、支援者の

考えの押し付けだけでも、実現し得ません。「失語症のある方自身

がケアの必要性を訴えること」はその第一歩ですが、失語症のあ

る方には訴えること自体が難しい
．．．．．．．．．．．

という問題があります。それに

は、家族と支援者(会話パートナー･意思疎通支援者･ST 等)による

バックアップ体制が整い、失語症のある方々が主体となって「失

語症の正しい理解と必要なケア」を社会へ向け発信していくこと

が肝要でしょう。失語症のある方とそのご家族が自分らしく生活

できる社会が訪れるよう、それぞれの立場で役割を果たし、共に

頑張っていきましょう。全国各地に活動の輪が広まっていきます

ように！ 
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皆様のご厚情に心から感謝申し上げます。 

 

ゆうちょ寄付者お名前です。 

 

（主に毎月の事務所家賃の支払い資金にさせていただいております。） 

（順不同・敬称略）お名前記載のない場合は事務所まで御連絡をお願いたします。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

赤嶺愛子  足立博子  阿部晃   生島文子  伊崎祥造  石川守   市川正美 

伊藤世紀  伊藤聖子  伊藤怜子  岩嵜克己  岩島満夫  出澤登美子 内山幸子  

梅津今日子 海老沢敬  小川弥生  大城貴代子 大塚善一  大前美由紀 大西康史  

大西知子  岡田理砂子 表聖司   大類和之  小原純一  片岡博道  河島進   

川口安弘  川崎靖   神田知佳  神田裕   木村高子  黒木邦俊  児島その  

後藤悦子  小柳信善  斎藤敏文  坂田雄治  佐々木正博 笹沼澄子  佐藤聡子  

佐藤誠一  篠崎蕗子  柴田すが子 志摩進   清水江美子 志村孝子  志村哲   

城野明子  進藤雄二  進藤美也子 杉尾恭子  鈴木弘二  須田悦子  関原敏子  

園田暎良  園田尚美  高倉幸次郎 高倉正子  高橋英子  武村敦士  田中加代子 

田中達男  田中英明  田中昌明  田中真寿美 田村和之  手塚京子  戸村純子  

中村光   中川智之  長屋洋子  南部恒夫  沼崎知江子 萩原博美  橋本一夫  

橋本秀久  橋本ゆき  橋本幸枝  濱本王枝  早川晴美  林静子   林百合子  

原宏一   原泰子   比嘉なな子 平澤哲哉  古山久子  星野トヨコ       

北海道失語症友の会   堀田憲次  堀間力夫  増尾禎子  松本祐治  丸井美恵子 

間々田佳代子 美濃謙二 宮越くに  村野浩   水上千鶴  水上盛一  村松理恵子 

森永京子  森山満敏  八島三男  山口 礼子 山本剛正  山本弘子  横田清   

横田聖子  横森美知子 横山眞太郎 吉岡昭   吉田玲子  吉村正夫  綿森淑子  

渡瀬とし子     （合計１１９名） 

 

 

平成２９年 11 月までの御寄付を頂戴した方 (順不同・敬称略) 

事務所の諸経費につかわせていただきます。 

 

石崎さとみ  亀野弘紀   三浦春樹    進藤美也子  一般社団法人 山形県言語聴覚士会 

一般社団法人「 山形県言語聴覚士会」が 

法人賛助会員になってくださいました。 

 

全国の県士会の皆さん！法人賛助会員になってくだ

さい。 

言語聴覚士の皆さん！賛助会員になってください。 

よろしくお願いします。 

言語聴覚士会の法人賛助会員 

第 1 号！！！！！！！！ 

ありがとうございます。 

言語聴覚士の方々と手を携え

て進めることは、失語症者の

願いです。 
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杉並区議会第 4 回定例会で一般質問 

失語症の正しい理解と区の支援を求める 

杉並区議会議員 けしば誠一 

（無所属区民派 いのち・平和クラブ） 

◆失語症に対する正しい理解が前提 

区内の失語症者のご家族・失語症友の会に出会い、失語症者の困難と社会参加できない現状を

学び、これに対する国の対策がない現状で、自治体から可能な支援ができないか、11月議会で質

問しました。 

脳卒中や交通事故などにあって、一命はとり留めたものの障害の残ることがあります。身体に

マヒがある場合は外見で判断できますが、マヒがなく判断力や記憶力なども確かなのに、ことば

のやりとりがうまくいかない失語症は外見からは分かりにくいものです。 

 まず初めに、失語症に対する区の認識、発症の主な原因と症状、失語症固有の特徴について質

問し、失語症と間違えられる症状との比較で詳しい答弁を得ました。失語症に関するリハビリテ

ーション機関が極端に少ない現状と、これに対する支援体制の不十分性、区内民間事業者による、

回復期退院後の通所リハビリの現状について確認しました。 

◆国の対策の遅れと区の取組の現状 

対策が遅れていた国がようやく動き出しました。意思疎通に関する福祉的支援は、これまで聴

覚障害を中心に取り組まれてきました。2018年度からは失語症者向け意思疎通支援者養成事業が

全国で開始されました。区としての取り組み予定がないことがわかり残念でした。先行している

世田谷区などの取組について確認し、区の今後支援を求めました。 

また、失語症に対する区の取組について質問。自ら言葉を発することができないため、体調を

くずしたとき公共施設で表現できないこと、交通機関などでアナウンスが理解できないで事故を

起こす例を挙げました。区の窓口での対応ができれば、それだけでも社会参加の支えになります。

実施した区の職員向け研修の実績を確認し、区の窓口業務委託事業者の職員向け研修も併せて確

認できました。既存のコミュニケーション支援機器を日常所生活用具として、失語症者にも支給

することを求めました。 

★区内の失語症支援事業に区の支援求める 

自分の家族が突然失語症になると、どう対応したらいいのか分からなくて家族は混乱します。

本人も、家族とうまくコミュニケーションがとれないとなると、いらだったり落ち込んだりし、

引きこもりになることが多いとお聞きしました。失語症者のご家族がその厳しい経験から、失語

症者の社会参加を支え、当事者と家族が生きがいを持てるように、機能訓練やデイサービス、地

域との交わりを深める事業を区内で先進的に進めてきました。介護保険制度の制約や国の障がい

者福福祉施策の限界から、困難を抱えながら多くの方に支えられ継続しています。区の可能な限

りの支援と対策を求めました。また、学校教育の中で障がい者理解教育が行われていることを確

認し、出前授業などで生徒が失語症者と触れ合う機会は、障害のある人ない人を結びつけ、地域

共生社会を創り上げる事業として効果的であるとする教育委員会の見解を得ました。これを第 1

歩に、杉並で失語症者が生きがいを持てるような支援体制を実現したいと願うものです。 

           

議会での一般質問で、長時間失語症に関

する質問をしてくださいました。 

ありがとうございました。 

質問内容をまとめて報告してください

ました。 
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～今号１５ページに目次～ 

1p：  巻頭言+八島語録 

2-4p： 友の会だより 

5p：    事務局だより 

6-7p： 言語聴覚士のよもやま話･脳トレ 

8p：   全国大会報告 

9p：  「ワックル」案内 

広告：株式会社エスコアール 

10-11p：「杉並区失語症理解入門講座」報告 

    広告：株式会社シマダ製作所 

12p：  寄付者名簿  

13p：  広告：NPO 法人ゆずりは 

14p： 杉並区議会議員けしば誠一さん報告 

15p：  目次・編集後記 

    広告：株式会社アドバンプレス 

16p： 本の紹介・申込書 

【編集後記】 

□初めて夫と一緒に全国大会に参加しまし

た。夫は、知り合いが全国あちこちに広が

っていくことがうれしいようです。旅行の

好きな夫ですが「仲間に会う」ということ

も目的に加わりました。私も、お手紙やこ

の紙面だけの方々のお顔を実際に拝見でき

各地の友の会の活動のお話を聞くことがで

きました。 

□今月号では「意思疎通支援事業」をいろ

いろな角度からお知らせいたしました。 

失語症当事者と家族にとって生きた制度と

して生まれるよう注目して行きたいと思い

ます。 

□今年も色々とご協力ご支援ありがとうご

ざいました。みんなで手を携えて来年もゆ

っくりと進んでいきましょう。 

どうぞよいお年をお迎えください。 

 

事務局年末年始のお休み 

12/23(祝)～2018.1/10(水) 
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